
発行/新郷村　編集/総務課　〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　q0178ー78ー2111

新郷村ホームページ　http://www.net.pref.aomori.jp/shingo/

INFORMATION SHINGO   No.160 7

2009 （平成21年）

JULY

７月７日　「川代小学校水泳教室」関連記事は６ページ）７月７日　「川代小学校水泳教室」関連記事は６ページ）



２

　
戸
来
地
区
防
犯
協
会
（
才
神
鉄

美
会
長
）
と
西
越
防
犯
協
会
（
細

野
幸
雄
会
長
）
は
毎
年
７
月
と
８

月
の
２
ヵ
月
間
、
「
間
木
ノ
平
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
等
観

光
施
設
警
備
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
両
防
犯
協
会
員
を
８
班
に
分
け
、

青
色
防
犯
灯
車
を
活
用
し
、
連
日

巡
回
。
７
月
13
日
は
第
８
班
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
激
し
い
風
雨
の
中
、
細
野
会
長

は
「
夏
は
事
件
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
る
。
犯
罪
や
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
た
い
」
と
注
意
の

目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
９
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
畜
産
祭
会
場
で
第
24
回

新
郷
村
畜
産
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
畜
産
農
家
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
乳
用
牛
17
頭
、
肉

用
牛
26
頭
が
出
品
さ
れ
、
共
進
会

が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
好
天
の
下
、

朝
早
く
か
ら

畜
産
農
家
に

よ
り
出
品
さ

れ
る
牛
が
運

び
込
ま
れ
、

最
初
に
獣
医

ら
に
よ
る
体

高
や
胸
囲
の

測
尺
で
す
。

審
査
は
乳
用

牛
が
月
齢
別

に
よ
る
４
部

門
、
肉
用
牛

が
育
成
牛
や

未
経
産
牛
な

ど
に
よ
る
４

部
門
。
八
戸

家
畜
保
健
衛

生
所
長
金
澤
勝
昭
氏
を
審
査
長
と

す
る
５
名
の
審
査
員
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
共
進
会
は
乳
用
牛
の
部
１
部
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
審
査
が
終
わ
る
ご

と
に
表
彰
さ
れ
、
入
賞
者
は
賞
状

と
県
や
明
治
飼
料
（
株
）
を
は
じ

め
と
す
る
44
団
体
か
ら
の
豪
華
な

副
賞
を
授
与
さ
れ
、
感
激
も
ひ
と

し
お
の
様
子
。

　
８
部
門
の
優
等
賞
の
中
か
ら
選

ば
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
崩
利
雄
さ
ん
の
肉
用
牛
「
は

な
し
げ
」
号
に
栄
冠
。
崩
氏
は
「
初

の
受
賞
で
最
高
の
気
分
。
今
後
も

飼
養
管
理
を
徹
底
し
、
９
月
の
県

共
進
会
を
め
ざ
し
た
い
」
と
声
を

弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
会
場
内
の
畜
魂
碑

前
で
恒
例
の
家
畜
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
、
関
係
者
が
玉
串
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　
優
等
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
乳
用
牛
の
部

第
１
部
―
イ
ン
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー

オ
ー
ラ
ク
ィ
ー
ン
号（
a
根
豊  

扇

ノ
沢
）
第
２
部
―
ベ
ル
フ
ァ
ー

ム
セ
プ
テ
ン
バ
ー
パ
テ
イ
号（
a

根
護
　
扇
ノ
沢
）
第
３
部
―
サ

ン
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
モ
ー
テ
ィ
ア

イ
オ
ン
号
（
a
根
護
　
扇
ノ
沢
）

第
４
部
―
ク
ロ
ス
サ
リ
ー
ビ
ー

ド
ル
号（
中
田
正
儀
　
長
崎
）

○
肉
用
牛
の
部

第
１
部
―
も
ん
は
な
号
（
畠
山

敏
見
　
金
ケ
沢
）
第
２
部
―
と

し
え
号
（
佐
藤
節
雄
　
舘
神
）

第
３
部
―
り
ん
ご
号
（
奥
山
真

松
木
田
）
第
４
部
―
は
な
し
げ

号
（
崩
利
雄
　
崩
）

夜
の
観
光
施
設
を

　
　
　
　
巡
回
警
備

第
24
回
新
郷
村
畜
産
祭

第
24
回
新
郷
村
畜
産
祭

崩  

利
雄
さ
ん
出
品
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く

夜
の
観
光
施
設
を

　
　
　
　
巡
回
警
備

夜
の
観
光
施
設
を

　
　
　
　
巡
回
警
備
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平
成
21
年

第
１
回

新
郷
村
議
会
臨
時
会

平
成
21
年

第
１
回

新
郷
村
議
会
臨
時
会

　
村
で
は
今
年
度
の
国
の
補
正
予

算
で
創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
し
、
村
道
・
農
道
等
の
補
修

工
事
、
温
泉
施
設
修
繕
工
事
等
に

取
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
村
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、

合
わ
せ
て
生
活
支
援
事
業
（
臨
時

作
業
員
雇
用
）
も
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
は
４
月
に
行
っ
た
村
道
等

の
環
境
整
備
に
加
え
て
平
子
沢
地

区
内
に
ブ
ナ
植
栽
を
す
る
「
水
源

の
里
づ
く
り
」
事
業
を
行
う
も
の

で
実
施
は
秋
季
を
予
定
。
作
業
員

の
募
集
等
、
詳
し
く
は
改
め
て
村

民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
７
月
10
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
第
59
回
三
戸
郡
社
会
福
祉
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
社
会
福
祉
関
係
者
26

名
を
表
彰
。
代
表
し
て
a
峯
肇
（
西

越
田
中
）
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
の
工

藤
茂
雄
さ
ん
が
宣
言
文
を
発
表
し
、

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、
八
戸
大
学
教

授
内
海
隆
氏
に
よ
る
講
演
と
戸
来

小
学
校
児
童
に
よ
る
「
金
ヶ
沢
鶏

舞
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
（
本
村
関
係
分
）

澤
田
有
子
、
奥
山
幸
枝
、
a
峯
　
肇
、

中
平
秀
見

　
平
成
21
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

臨
時
会
が
７
月
15
日
開
か
れ
、
報

告
１
件
、
議
案
３
件
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
21
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
24
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
25
億

５
千
２
４
５
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
一
般
会
計
補
正

予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

関
係
事
業
費

　
　
１
億
６
千
２
７
３
万
６
千
円

※
国
の
経
済
危
機
対
策
関
係
事
業

（
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
・

公
共
施
設
屋
根
塗
装
修
繕
工
事
・

村
道
・
農
道
等
補
修
工
事
他
）

　
○
農
道
用
排
水
路
等
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
万
円

○
教
育
費
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
購

入
費
　
１
千
９
３
４
万
５
千
円

新
郷
村
人
事

（
平
成
21
年
７
月
１
日
付
）

異
動
・
昇
格
　
新
（
旧
）
氏
名

○
診
療
所
事
務
長
（
総
務
課
副
参

事
兼
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

木
村
良
一
○
産
業
建
設
課
副
参
事

兼
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
診
療
所
事
務
長
）中
村
克
夫
○
総

務
課
副
参
事
兼
企
画
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
（
産
業
建
設
課
副
参
事
兼

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

永
野
範
英
○
住
民
生
活
課
厚
生
グ

ル
ー
プ
総
括
主
幹
（
住
民
生
活
課

住
民
グ
ル
ー
プ
主
幹
）
崩
　
敬
子

○
西
越
支
所
総
括
主
幹
（
西
越
支

所
主
幹
）
境
真
理
子
○
住
民
生
活

課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
幹
（
住
民
生

活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ
主
幹
）
木
村

優
子
○
住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー

プ
主
幹
（
産
業
建
設
課
商
工
観
光

グ
ル
ー
プ
主
幹
）
中
鶴
間
ゆ
き
子

○
住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ
主

幹
（
住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ

主
幹
）
戸
田
ひ
と
み
○
議
会
事
務

局
出
向
を
解
く
住
民
生
活
課
厚
生

グ
ル
ー
プ
主
幹
（
議
会
事
務
局
主

幹
）
下
栃
棚
幸
子
○
産
業
建
設
課

産
業
グ
ル
ー
プ
主
幹
（
住
民
生
活

課
厚
生
グ
ル
ー
プ
主
幹
）
　
村
郁

子
○
産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
主
幹
（
住
民
生
活
課
住
民
グ

ル
ー
プ
主
幹
）
櫻
井
愛
子
○
教
育

委
員
会
出
向
・
主
幹（
産
業
建
設
課

建
設
グ
ル
ー
プ
主
幹
）
村
下
光
江

○
教
育
委
員
会
出
向
を
解
く
議
会

事
務
局
主
幹
（
教
育
委
員
会
主
幹
）

桜
井
真
紀
子
○
産
業
建
設
課
建
設

グ
ル
ー
プ
主
査
（
産
業
建
設
課
産

業
グ
ル
ー
プ
主
査
）
本
間
由
美
子

　
村
学
校
教
育
部
会
で
は
７
月
13

日
、
新
郷
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
「
サ
エ
ラ
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
も
幅
広
い
活
動
を
し
て

い
る
「
サ
エ
ラ
」
の
菊
地
由
利
子

さ
ん
と
高
橋
朋
子
さ
ん
は
「
ア
メ

ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
」
他
計
16

曲
を
披
露
。
詰
掛
け
た
約
２
５
０

名
の
児
童
生
徒
ら
は
そ
の
美
し
い

旋
律
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
野
沢
中
学
校
３
年
佐
々

木
さ
や
か
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
る
と
会
場
は
暖
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

と
も
に
生
き
支
え
あ
う

福
祉
の
輪

素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

　
　
　
　
　 

う
っ
と
り

再
び
村
経
済
の
活
性
化
に

　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す

再
び
村
経
済
の
活
性
化
に

　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す



４

　
教
育
委
員
会
で
は
平
成
23
年
度

の
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

に
向
け
て
、
同
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
（
日
向
昌
徳
代
表
）
を
設

け
て
い
ま
す
。
６
月
28
日
、
そ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
と
し
て
「
三

ツ
岳
山
頂
を
制
覇
！
　
登
山
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
登
山
に
は
小
学
２
年
生
か
ら
80

歳
ま
で
34
名
が
挑
戦
。
１
、１
５

９
ｍ
の
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
平
子
沢
を
出
発
し
、
約
２
時
間

30
分
後
に
無
事
に
登
頂
。
お
い
し

そ
う
に
お
弁
当
を
ほ
お
ば
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

  

　
６
月
17
日
、
第
34
回
新
郷
村
小

学
校
陸
上
競
技
記
録
会
が
新
郷
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

36
種
目
に
延
べ
３
２
４
人
が
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
須
藤
村
長
が
「
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
走
り
抜
い

て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
川
代
小
学

校
６
年
の
鳥
谷
部
千
尋
さ
ん
が
元

気
よ
く
選
手
宣
誓
し
、
競
技
開
始

で
す
。

　
秋
冷
を
思
わ
せ
る
冷
え
込
み
の

中
、
選
手
た
ち
は
家
族
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
１
位
と
大
会
新
記
録

は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
　
●
１
０
０
ｍ

▽
一
年
　
小
坂
　
涼
太（
戸
）19
秒
３

▽
二
年
　
小
沢
　
耀
穂（
戸
）18
秒
６

▽
三
年
　
福
山
　
泰
誠（
戸
）17
秒
８

▽
四
年
　
佐
々
木
誠
人（
戸
）16
秒
６

▽
五
年
　
村
田
宗
一
郎（
戸
）16
秒
５

▽
六
年
　
小
笠
原
功
大（
戸
）15
秒
８

●
２
０
０
ｍ

▽
四
年
　
佐
々
木
誠
人（
戸
）35
秒
９

▽
五
年
　
村
上
　
巧
斗（
戸
）34
秒
３

▽
六
年
　
佐
藤
　
廣
岳（
戸
）32
秒
０

●
１
、５
０
０
ｍ

▽
四
年
　
佐
々
木
誠
人（
戸
）６
分
５

秒
１
▽
五
年
　
田
沢
　
青
輝（
戸
）６

分
23
秒
５
▽
六
年
　
佐
藤
　
廣
岳（
戸
）

５
分
49
秒
９

●
６
０
０
ｍ

▽
一
年
１
位
　
小
坂
　
涼
太（
戸
）２

分
46
秒
４
　
２
位
　
細
川  

響（
戸
）

２
分
47
秒
３
以
上
大
会
新
▽
二
年
戸

田
　
悠
仁（
川
）２
分
29
秒
４
▽
三
年

福
山
　
泰
誠（
戸
）２
分
21
秒
８
▽
四

年
　
畑
中
　
蒼
司（
川
）２
分
15
秒
３

大
会
新

●
選
抜
リ
レ
ー

▽
戸
来
小
　
１
分
３
秒
５

●
走
り
幅
跳
び

▽
五
年
　
村
田
宗
一
郎（
戸
）２
ｍ
92

▽
六
年
　
福
山
　
泰
勇（
戸
）３
ｍ
57

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

▽
五
年
　
鳥
谷
部
弘
裕（
川
）37
ｍ
62

▽
六
年
　
佐
藤
　
廣
岳（
戸
）49
ｍ
97

女
子
　 
●
１
０
０
ｍ

▽
一
年
　
長
野
　
和
夏（
戸
）20
秒
１

▽
二
年
　
高
橋
　
祐
衣（
戸
）18
秒
６

▽
三
年
　
佐
々
木
愛
美（
西
）17
秒
１

▽
四
年
　
佐  

藤  

　
環（
西
）16
秒
６

▽
五
年
　
高
橋
　
真
由（
戸
）16
秒
５

▽
六
年
　
鳥
谷
部
千
尋（
川
）15
秒
７

●
２
０
０
ｍ

▽
四
年
　
佐  

藤  

　
環（
西
）36
秒
４

▽
五
年
　
海
野
あ
り
さ（
川
）37
秒
３

▽
六
年
　
佐
藤
ひ
な
の（
西
）33
秒
８

●
１
、５
０
０
ｍ

▽
四
年
　
長
野
　
初
音（
戸
）６
分

54
秒
２
▽
五
年
　
畠
山
　
渚（
戸
）

６
分
27
秒
５
▽
六
年
　
間
木
　
綾

乃（
戸
）６
分
16
秒
３

●
６
０
０
ｍ

▽
一
年
　
鹿
島
　
愛
莉（
西
）２
分

48
秒
８
▽
二
年
　
高
橋
　
祐
衣（
戸
）

２
分
31
秒
４
大
会
新
▽
三
年
　
佐
々

木
愛
美（
西
）２
分
34
秒
３
▽
四
年

佐
藤
　
環（
西
）２
分
14
秒
３
大
会
新

●
選
抜
リ
レ
ー

▽
戸
来
小
　
１
分
５
秒
５

●
走
り
幅
跳
び

▽
五
年
　
川
代
菜
津
美（
西
）２
ｍ
97

▽
六
年
　
小
坂
い
の
り（
戸
）３
ｍ
13

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

▽
五
年
　
佐
藤
　
友
紀（
戸
）27
ｍ
83

▽
六
年
　
鳥
谷
部
千
尋（
川
）38
ｍ
５

※（
戸
）戸
来
小
　（
川
）川
代
小
　

　（
西
）西
越
小

一
緒
に
“
楽
し
み
”

　
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

一
緒
に
“
楽
し
み
”

　
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

一
緒
に
“
楽
し
み
”

　
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

声
援
を
背
に
力
の
限
り
疾
走
　
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

声
援
を
背
に
力
の
限
り
疾
走
　
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

一
緒
に
“
楽
し
み
”

　
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
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社
会
福

祉
法
人
未

萌
会
（
村

田
大
豊
理

事
長
）
は

６
月
13
日
、

運
営
す
る

保
育
園「
み

ゆ
き
」「
倉

石
」「
し

ん
ご
う
」

の
三
園
対

抗
サ
ッ
カ

ー
大
会
を

し
ん
ご
う

保
育
園
で

開
催
し
ま

し
た
。
今

回
で
４
回

目
の
こ
の
大
会
は
２
回
戦
う
総
当

た
り
形
式
に
よ
る
６
カ
ー
ド
で
実

施
。

　
カ
メ
ラ
を
片
手
の
保
護
者
ら
が

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
園
児
に
熱
い

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
　
し
ん
ご
う
保
育
園

２
位
　
み
ゆ
き
保
育
園

３
位
　
倉
石
保
育
園

　
村
は
７
月
５
日
、
平
子
沢
キ
ャ

ン
プ
場
内
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
謝
恩
碑

前
で
、
「
第
17
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト

ン
祭
」
を
戸
来
小
学
校
緑
の
少
年

団
の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

英
国
人
宣
教
師
で
登
山
家
で
も
あ

る
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
が
、
明
治
35
年

の
大
凶
作
に
よ
る
青
森
飢
饉
の
際
、

本
村
（
当
時
戸
来
村
）
に
義
援
の

手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
こ
め
て
平
成
４
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
と
山

岳
遭
難
者
へ
黙
と
う
。
約
80
人
の

参
加
者
が
一
人
ひ
と
り
碑
に
献
花

し
、
追
悼
し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
伝
達
式
が
役
場
庁
舎

前
で
行
わ
れ
、
法
務
大
臣
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
細
田
順
作
八
戸
保
護
司
会

五
戸
分
会
長
よ
り
、
県
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
三
浦
智
子
五
戸
地
区
更

生
保
護
女
性
会
長
よ
り
須
藤
村
長

へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
は
犯
罪
者
の
矯
正
及
び
更

生
保
護
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
25
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
領
後
、
村
長
は
「
犯
罪
の
予

防
の
た
め
、
活
動
を
更
に
推
進
し

た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
、
役
場
庁
舎
に
お
い

て
梅
川
和
雄
さ
ん
（
川
代
）、
田

島
英
男
さ
ん
（
西
越
田
中
）
へ
法

務
大
臣
か
ら
の
人
権
擁
護
委
員
委

嘱
状
が
村
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
梅
川
さ
ん
は
４
期
目
、
田
島

さ
ん
は
３
期
目
の
委
嘱
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
活
動
を
讃
え
ら
れ
、梅

川
さ
ん
は
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
か
ら
表
彰
状
、
田
島
さ
ん
は

仙
台
法
務
局
か
ら
感
謝
状
を
受
賞

し
、
そ
の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
人
は
「
こ
れ
か
ら
も
人
権
思
想

の
高
揚
に
努
め
た
い
」
と
力
強
く

話
し
て
い
ま
し
た
。

先
人
の
遺
徳
を

　
　
　
　
 

偲
ん
で

先
人
の
遺
徳
を

　
　
　
　
 

偲
ん
で

園
児
た
ち
が
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

し
ん
ご
う
保
育
園
が
初
優
勝

先
人
の
遺
徳
を

　
　
　
　
 

偲
ん
で

防
ご
う
非
行

　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

人
権
思
想
の

　
　
普
及
に
貢
献

人
権
思
想
の

　
　
普
及
に
貢
献



６

ル
ー
ル
を

  

守
っ
て

　
リ
サ
イ
ク
ル

　
６
月
24
日
、
村
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
ご
み
有
料
化
検
討
委

員
会
に
よ
る
「
ご
み
の
減
量
化
な

ど
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
（
中

間
提
言
）」
に
対
す
る
住
民
と
の

意
見
交
換
会
（
中
橋
勇
一
座
長
）

が
開
催
さ
れ
、
住
民
、
関
係
機
関

か
ら
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ

い
て
事
務
組
合
職
員
が
説
明
。
参

加
者
か
ら
は
ご
み
排
出
の
課
題
等

に
つ
い
て
熱
心
に
質
疑
す
る
な
ど
、

環
境
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
鳥
谷
部
弘
文
会
長
）
は
、
循
環

型
社
会
の
実
現
を
図
る
一
環
と
し

て
６
月
21
日
、
再
利
用
資
源
回
収

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
６
時
30
分
か
ら
各
集
落
で
回
収

を
し
た
古
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

美
郷
館
前
に
運
ば
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
40
名
が
元
気
よ
く

活
動
。
近
く
の
子
ど
も
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
大
量
の
新
聞
紙
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
２
時
間
余
り
で

回
収
業
者
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　
収
益
金
は
会
の
活
動
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
７
月
４
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
親
子
人
形
劇
鑑
賞
会
」
が
あ
い

あ
い
学
級
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
劇
団
「
小
さ
い
お
城
」

に
よ
る
「
さ
ん
ね
ん
ね
た
ろ
う
」

を
含
む
２
演
目
を
観
劇
。

　
干
ば
つ
に
嫌
気
が
さ
し
、
３
年

も
眠
り
続
け
た
兄
“
寝
た
ろ
う
”

と
弟
の
“
じ
ろ
べ
え
”
が
村
の
仲

間
を
巻
き
込
ん
で
村
に
水
を
引
い

て
く
る
物
語
に
詰
掛
け
た
94
名
の

観
客
は
た
ち
ま
ち
夢
中
。

　
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人
形
劇
の
世
界

の
中
で
自
分
で
切
り
開
い
て
い
く

大
切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
７
月
７
日
、
今
年
度
８
回
目
の

「
一
般
健
康
相
談
」
が
新
郷
温
泉

館
で
行
わ
れ
、
小
坂
地
区
の
高
齢

者
が
保
健
師
２
名
か
ら
保
健
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
生
活
習
慣
病
や
介

護
の
予
防
対
策
の
一
環
で
医
療
費

と
介
護
費
用
の
効
率
化
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
血
圧
測
定
か
ら
始
ま
る
相
談
は
、

測
定
値
を
元
に
、
脳
卒
中
や
心
臓

病
の
危
険
性
を
て
い
ね
い
に
説
明
。

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り

水
分
補
給
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

　
村
営
プ
ー
ル
は
一
般
開
放
に
先

が
け
、
６
月
下
旬
か
ら
村
内
小
中

学
校
の
水
泳
教
室
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
７
月
７
日
の
午
後
に
は
、
西
越

小
、
新
郷
中
、
川
代
小
の
児
童
生

徒
が
訪
れ
、
大
き
な
歓
声
が
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
水
泳
帽
と
水
着
を

身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

習
熟
度
別
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

課
題
に
挑
戦
。
こ
の
日
は
気
温
28

度
、
水
温
23
度
。
ま
ぶ
し
い
日
射

し
の
中
、
プ
ー
ル
の
中
は
素
敵
な

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

健
康
で
豊
か
な

　
　
生
活
を
推
進

ル
ー
ル
を

  

守
っ
て

　
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
減
量
化
を

　
　
目
指
し
て

生
き
た
舞
台
を

　
子
ど
も
た
ち
へ

生
き
た
舞
台
を

　
子
ど
も
た
ち
へ

生
き
た
舞
台
を

　
子
ど
も
た
ち
へ

生
き
た
舞
台
を

　
子
ど
も
た
ち
へ

プ
ー
ル
に
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戸
来
・
西
越
の
両
防
犯
協
会
は

新
郷
駐
在
所
と
連
携
し
、「
に
ん

に
く
盗
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

６
月
23
日
か
ら
３
日
間
、
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
県
内
で
相
次
い
で

発
生
し
た
盗
難
へ
対
応
し
た
活
動
。

　
25
日
は
、
午
後
８
時
に
駐
在
所

か
ら
青
色
回
転
灯
車
に
３
名
が
乗

車
し
出
発
。
川
代
方
面
か
ら
小
坂

方
面
へ
巡
回
し
ま
し
た
。
永
野
信

一
戸
来
地
区
防
犯
協
会
副
会
長
は

「
卑
劣
な
行
為
は
許
す
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
目
を
光
ら
せ
て
い
ま

し
た
。

　
６
月
22
日
、
五
戸
警
察
署
に
お

い
て
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
西

越
支
部
（
横
沢
満
支
部
長
）
と
五

戸
地
区
交
通
指
導
隊
西
越
支
隊

（
竹
村
福
松
支
隊
長
）
は
同
署
と

五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
管
内
の

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
９
、０
０

０
日
を
達
成
し
た
功
績
を
称
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
田
中
正
義
署
長
か
ら
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
た
横
沢
支
部
長
は
「
管

内
で
起
き
た
昭
和
32
年
の
死
亡
事

故
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
も
地
域
全
体
で
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
活
動
の
継
続
を
強
調
し
ま
し
た
。

花火をするときには

ルールを守って楽しい夏休みルールを守って楽しい夏休み

し ょ う ぼ う 情 報 け い さ つ 情 報
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平成21年県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会21.６.30現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は「県民交通安全の日」１５日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ０人  （－４）

１２人  （－１）

７人  （－４）

１人  （－５）

１人  （－２）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着用していれば助かったと思われる人

６　月　中

４７９件
（＋  ２２）

５人
（－　１）

５９９人
（＋  ４７）

６月末累計

２，８２４件
（－２１１）

２２人
（－　 ７）
３，５５６人

（－２３５）

　青森県公安委員会では、今年９月24日から運転免許証
をＩＣカード化します。
◎ＩＣ免許証とは？
　免許証にＩＣチップ（半導体集積回路）を内蔵したも

のをいいます。ＩＣチップには、個人の免許証の情報
が記録され、専用の機器で読み取ることにより、本物
かどうか判別します。

◎外見は変わるの？
　大きさは同じですが、厚みが0.5ミリから0.76ミリへと

厚くなります。また、本籍欄が空欄となります。
◎ＩＣ免許証になるメリットは？
　偽造・変造が極めて困難となり、犯罪の防止となります。

例えば、他人名義の免許証を用いた銀行口座等の開設、
振り込め詐欺、無免許運転の防止等があげられます。
本籍地が空欄となることで、プライバシーの保護に
つながります。

◎なぜ、暗証番号が必要？
　ＩＣ免許証には、非接触型のＩＣチップを使用してい

るため、ＩＣ免許証を読み取り装置に近づけただけで、
個人情報を読み取られる可能性があります。内蔵の
ＩＣチップに暗証番号を設定することにより、ＩＣチッ
プに記録されている免許情報を守ることができます。

※詳しくは、県運転免許センターへ　ＴＥＬ 017－782－0081

事
故
死
ゼ
ロ
の

　
継
続
を
誓
う

ルールを守って楽しい夏休み
◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　花火は夏の身近な風物詩です。しかし、遊び方

を間違えると火災や怪我の原因になります。

＊お盆を迎えるにあたって＊

・迎え火、送り火の後始末をしっかりして、お盆

を迎えましょう。

・仏壇の灯明の管理は確実に行いましょう。また、

周囲に燃えやすい物は置かないようにしましょう。

※消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所

TEL７８－２１１９まで

ＩＣカード免許証発行開始のお知らせＩＣカード免許証発行開始のお知らせ
・大人と一緒に遊び、夜遅くまでしない。

・使用法や注意書をよく読んで守る。

・必ず水バケツ等を用意し、後片付けをする。

・迷惑にならない時間と場所を選ぶ。

・風の強いときは花火をしない。

・人や家に向けない、また燃えやすい

物のそばで遊ばない。

花火をするときには

被
害
未
然
防
止
の
た
め

　
　
　
　
夜
間
に
巡
回

被
害
未
然
防
止
の
た
め

　
　
　
　
夜
間
に
巡
回



８

　
県
人
事
委
員
会
お
よ
び
県
警
察

本
部
は
、
警
察
官
Ｂ
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員
、
受
験
資
格
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
受
付
期
間
　
８
月
10
日（
月
）〜

９
月
４
日（
金
）

●
第
一
次
試
験
　
９
月
27
日（
日
）

●
試
験
場
所
　
青
森
市
、
八
戸
市
、

　
弘
前
市

●
試
験
種
別
　
警
察
官
Ｂ

　（
男
性
・
女
性
）

●
受
験
資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
（
大
学
を
卒

業
し
た
者
ま
た
は
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込

み
の
者
を
除
く
）

　
　
五
戸
警
察
署

　
　
℡
62
―

３
２
４
１

　
不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
、
収
得
者

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
は
、
原
則

と
し
て
、
市
町
村
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格

に
、
住
宅
及
び
土
地
の
場
合
は
３

％
、
住
宅
以
外
の
家
屋
の
場
合
は

４
％
の
税
率
を
乗
じ
た
額
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取

得
し
た
場
合
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
不
動
産
取
得
税

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

　
三
八
地
域
県
民
局
課
税
第
二
課

　
℡
27
―

５
１
１
１

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
事
業
主
‥
建
設
業

を
営
む
方

　
対
象
と
な
る
労
働
者
‥
建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

　
掛
金
‥
日
額
３
１
０
円

●
特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
　

　
建
設
業
退
職
金
共
済
青
森
支
部

　
℡
０
１
７
―

７
２
２
―

７
６
１
１

ナ
ニ
ヤ
ド
ヤ
ラ
廻
道

　
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

○
日
時
　
８
月
22
日（
土
）・
23
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所
　
ユ
ー
ト
リ
ー
及
び
八
戸

駅
周
辺

○
内
容
　
南
部
食
・
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
、
芸
能
発
表
、
音
楽
会
、

ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
　
南
部
圈
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

　
　
議
会
　
℡
43
―

５
１
１
１

　
平
成
21
年
度
消
防
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員

　
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）

　
17
名
程
度

　
中
級
（
大
学
卒
）

　
８
名
程
度

○
試
験
日

　
平
成
21
年
９
月
20
日（
日
）

○
受
験
申
込
期
間

　
平
成
21
年
８
月
４
日（
金
）か
ら

　
平
成
21
年
８
月
28
日（
金
）ま
で

　
　
八
戸
消
防
本
部
管
理
課

　
　
℡
44
―

２
１
３
２

○
日
時
　
８
月
28
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
会
場
　
藤
坂
稲
作
研
究
部

　
十
和
田
相
坂
１
８
３
―

１

○
主
な
催
事
内
容

・
稲
作
・
畑
作
な
ん
で
も
相
談
コ

ー
ナ
ー

・
品
種
紹
介
ミ
ニ
ツ
ア
ー
（
品
種

可
成
の
試
験
ほ
場
を
中
心
に
案

内
し
ま
す
）

・
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
や
新
し
い
お

米
の
紹
介
と
試
食

・
農
業
機
械
、
機
具
、
資
材
の
展

示
・
販
売

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
　青

森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
農
林

総
合
研
究
所
藤
坂
稲
作
研
究
部

℡
０
１
７
６
―

23
―

２
１
６
５

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
責
任
技
術
者
の
資
格
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
実
施
日
　
平
成
21
年
11
月
４
日

（
水
）　
午
後
２
時
〜

求
む
！

　
君
の
勇
気
と
正
義
感

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
♪

藤
坂
稲
作
研
究
部

参
観
デ
ー
の
お
知
ら
せ

排
水
設
備
工
事
責
任

　
技
術
者
試
験

消
防
職
員
募
集
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
建
退
共
制
度

問問

問

問

問

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ
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浄
化
槽
を
正
し
く

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

自
衛
官
募
集

雇
用
保
険
制
度
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た

農
家
の
み
な
さ
ま
へ

見積り依頼

見積り書

契約・工事依頼 計画確認申請書

確認通知書

工事完成届

完成検査済証工事費の支払

使用開始届

水洗化工事は新郷村の指定工事店で
水洗化工事は、新郷村排水設備指定工事店（以下、「指定工事店」とい
います。）でなければ行うことができません。（新郷村下水道条例第７条）
水洗化工事の相談や施工は、必ず指定工事店に依頼してください。

打合せ・見積り・契約
工事内容の説明を受け、工事費、施工時期などを確認してから契約
してください。

工事の施工例
便所、台所、風呂場などの排水口から公共ますまでの排水管を布設します。
便器と給水タンクを据え付け、給水管の配管をします。
浄化槽（便槽）のくみ取り、清掃、消毒をして埋め戻し（または撤去）
をします。

その他
雨水は公共ますへ接続せず、道路側溝などへ接続してください。
下水使用料は水道メーターにより算定しますので、井戸水や湧水と
の併用はできません。

●水洗化工事のすすめ方

　　建設グループ　ＴＥＬ７８－２１１１

○
実
施
場
所
　
青
森
市
・
弘
前
市
・

八
戸
市
・
五
所
川
原
市

○
申
込
期
間
　
平
成
21
年
９
月
１

（
火
）〜
９
月
15
日（
火
）

○
受
験
資
格

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、

適
正
な
管
理
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
次
の
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
年
１
回
の
清
掃

③
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始

後
及
び
年
１
回
）

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
適
正

に
維
持
管
理
さ
れ
、
本
来
の
浄
化

槽
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
を
判
定
す
る
も
の
で
、
社
団
法

人
青
森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時

や
廃
止
時
、
所
有
者
の
変
更
時
な

ど
に
は
、
最
寄
り
の
環
境
管
理
事

務
所
へ
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。

　
　
八
戸
環
境
管
理
事
務
所

　
　
℡
51
―

１
９
０
０

●
航
空
学
生

○
受
験
資
格
　
21
歳
未
満
の
高
卒

（
見
込
み
）
者

○
受
付
期
間
　
平
成
21
年
８
月
１

日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日
　
９
月
23
日（
水
）

●
看
護
学
生

○
受
験
資
格
　
24
歳
未
満
の
高
卒

（
見
込
み
）
者

○
受
付
期
間
　
平
成
21
年
８
月
１

日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日
　
10
月
24
日（
土
）

●
一
般
曹
候
補
学
生

○
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

○
受
付
期
間
　
平
成
21
年
８
月
１

日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日
　
９
月
19
日（
土
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

○
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

○
受
付
期
間
　
平
成
21
年
８
月
１

日（
土
）〜
９
月
４
日（
金
）ま
で

○
試
験
日
　
９
月
16
日（
水
）〜
17

日（
木
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

○
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

○
受
付
期
間
　
平
成
21
年
８
月
１

日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）ま
で

○
試
験
日
　
９
月
28
日（
月
）

　
・
　 

自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　 

　
　
℡
45
―

１
９
２
０

　
主
な
改
正
点
は
、

○
雇
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労
働

者
に
対
す
る
基
本
手
当
の
受
給

資
格
要
件
の
緩
和
と
所
定
給
付

日
数
の
拡
充

○
再
就
職
が
困
難
な

方
に
対
す
る
給
付

日
数
の
延
長

○
再
就
職
手
当
の
給

付
率
引
上
げ
及
び

支
給
要
件
の
緩
和

○
常
用
就
職
支
度
手

当
の
給
付
率
引
上

げ
及
び
支
給
対
象

者
拡
大

○
育
児
休
業
給
付
の

統
合
と
給
付
率
引

上
げ
措
置
の
延

長
（
平
成
22
年

４
月
１
日
施
行
）

○
雇
用
保
険
料
の
引

下
げ（
平
成
21
年

度
分
に
限
る
）

　
　
八
戸
公
共
職
業
安
定
所

　
　
℡
22
―

８
６
８
９

　
農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
農
業
者
が
自
ら
処
理
す
る
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
回
収
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
次
回
の
回
収
は
10
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

下
平
冷
蔵
庫

（
対
象
地
区
・
日
時
）

●
北
・
南
川
目
地
区

　
８
月
３
日（
月
）９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
西
越
地
区

　
８
月
４
日（
火
）９
時
〜
正
午

※
処
理
運
搬
料
金
等
、
詳
し
く
は

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
産
業
建
設
課

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

工
事
の
契
約
か
ら

　
　
支
払
い
ま
で

問

問

問

問

問

問

申

申
　
　
　
請
　
　
　
人

指

定

工

事

店

村
水洗化工事



10

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
「
口
座
振
替
」

を
お
勧
め
し
ま
す
。

『
安
　
心
』

　
自
動
引
落
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん

『
便
　
利
』

　
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が

省
け
ま
す

『
簡
　
単
』

　
一
度
の
手
続
き
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん

『
お
　
得
』

　
早
割
・
前
納
を
利
用
し
た
場
合
、
保

険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す

　
口
座
振
替
で
の
１
ヵ
月
ご
と
の
お
支
払

い
な
ら
、
そ
の
月
の
末
日
に
口
座
振
替
す

る
「
早
割
」
に
す
る
と
月
額
50
円
の
割
引

と
な
り
ま
す
。（
※
一
部
納
付
の
承
認
を
受

け
て
い
る
方
は
「
早
割
」
を
利
用
で
き
ま

せ
ん
）

　
ま
た
、
口
座
振
替
で
前
納
（
保
険
料
の

前
払
い
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
か

ら
で
す
と
、
８
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
を

す
る
と
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
６
ヵ
月
分
の
前
納
を
ご
利
用

で
き
、
現
金
で
月
々
納
付
し
た
場
合
と
比

べ
て
１
、０
０
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。「
口
座
振
替
申
出

書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金

融
機
関
の
届
出
印
）
し
、
口
座
を
開
設
し

て
い
る
金
融
機
関
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
（
郵

送
可
）。

　
「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
市
町
村
国
民

年
金
担
当
係
、
金
融
機
関
の
窓
口
や
社
会

保
険
事
務
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
し
、

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　http://w
w

w
.sia.go.jp/

　
国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。

　
必
要
な
と
き
に
必
要
な
届
出
を
忘
れ
る
と
、

必
要
な
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
主

な
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
な
場
合
は
忘
れ
ず
に
届
出
ま
し
ょ
う
。

◆
20
歳
に
な
っ
た
と
き

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
以
外
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

○
届
出
先
↓
第
１
号
被
保
険
者
は
市
町
村

役
場
、
第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の

勤
務
先

◆
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

○
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

◆
結
婚
や
退
職
等
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養

者
に
な
っ
た
と
き

第
１
号
ま
た
は
第
２
号
被
保
険
者
か
ら

第
３
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
手
続
き

○
届
出
先
↓
配
偶
者
の
勤
務
先

◆
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
種
別
変
更
手
続
き

○
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

◆
住
所
変
更
し
た
と
き

国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て
の
住
所
変

更
手
続
き

○
届
出
先
↓
第
１
号
被
保
険
者
は
市
町
村

役
場
、
第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の

勤
務
先

◆
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き

　
①
失
業
、
収
入
が
少
な
い
な
ど
を
理
由

と
す
る
方
は
保
険
料
免
除
の
手
続
き

　
②
30
歳
未
満
の
方
は
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
の
手
続
き

　
③
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の

手
続
き

○
届
出
先
↓
①
②
③
と
も
に
市
町
村
役
場

　
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

　
詳
し
く
は
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当

係
、
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

新
郷
俳
句
会

紫
陽
花
や
ニ
ト
ロ
放
せ
ぬ

吾
と
な
り

福　

士　

香
芽
子

傘
一
つ
紫
陽
花
の
道　
　

老
二
人

小　

坂　

良　

子

電
気
屋
の
チ
ラ
シ
紫
陽
花

大
う
つ
し

戸　

来　

れ
い
子

あ
ど
け
な
く
咲
き
て　
　

愛
し
き
額
の
花福　

山　

康　

子

紫
陽
花
や
日
暮
れ
て
か
ら
の

ひ
と
り
言

長　

峯　

ユ　

リ

紫
陽
花
の
雨
を
弾
い
て　

り
ん
と
咲
く

鹿　

島　

惠
美
子

火
縄
く
さ
い
風
な
き
暮
れ
に

糠
蚊
よ
け

高　

根　

リ　

サ

額
紫
陽
花
夕
日
あ
つ
め
て

藍
の
濃
し

村　

上　

て　

る

何
悔
い
て
真
夜
中
に
鳴
く

ほ
と
と
ぎ
す

鹿　

島　

と　

わ

紫
陽
花
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
胴
の
中

金　

沢　
　
　

凡

年　　金　　だ　　よ　　り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

国
民
年
金
こ
ん
な
と
き

　
　
　
こ
ん
な
届
出
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むらのガイド
平成21年 葉 月

サードニックス（紅縞瑪瑠）
― 和合・夫婦の幸福 ―

燃えるごみ収集日

ご み の ポ イ 捨 て 、 不 法 投 棄 は 絶 対 に や め ま し ょ う

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TE L 6 1－ 7 5 5 5

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石8
2009　AUGUST

日 月 火 水 木

新郷温泉館休館日
行政相談

不用犬引取
五戸地方畜産共進会

がん検診・特定健
診結果説明会およ
び生活習慣改善指
導 ※4

特定健診（～15日）
第41回村成人祭
新郷温泉館バス運休

特定健診（～22日）
粗大ごみ収集日

特定健診（～29日）

資源ごみ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

ふるさと観光物産
展（～９日）

資源ごみ（ビン・
ペ ッ ト ボ ト ル 等
２品目）収集日
3歳児・4歳児健診 ※1

燃えないごみ収集日

資源ごみ（缶・新聞
等５品目）収集日
新郷温泉館バス運休

第355回子ども会
親子早起きそうじ

新郷温泉館休館日 どよう塾

新郷温泉館休館日
固定資産税第2期納期限
村・県民税第２期納期限

衆議院議員総選挙

新郷温泉館休館日
どよう塾
農業用使用済プラ
スチック回収日

戦没者追悼式
農業用使用済プラ
スチック回収日

粗大ごみ収集日
特定健診（～８日）

3 4

1

2

10 11

8

9

6 75

17 18

15

16

13 1412

31

25 26 27 28

22

29

30

新郷温泉館休館日
がん検診他・特定健診 ※2
母と子の栄養教室 ※3
２学期始業

2423

20 2119

金 土

はづき
August

※１　13：00～13：20受付
※２　五戸町健診センター

※３　11：30～受付　総合福祉センター
※４　13：15～13:30受付　総合福祉センター

愛犬家のみなさまへ
　安全に検針をするため、メーターの位置から

離れた場所に犬を繋いでいただきますようお願

いします。

　また、鎖の長さや首輪のゆるみ等の確認も

お願いいたします。

問　東北電力八戸営業所

　　ＴＥＬ 0178－43－5624

日本赤十字社からのお知らせ
　平成21年５月１日、長崎集落で発生した住家火災（二
世帯）に際し、住民のみなさまからたくさんの火事
見舞金が寄せられました。みなさまのご厚情に感謝
申し上げます。
　みなさまからお寄せいただいた見舞金は、６月16日、
日本赤十字社青森県支部新郷村分区長から被災者へ
手渡されましたので、ご報告申し上げます。

見舞金額　５００，４００円
日本赤十字社青森県支部　新郷村分区長　須藤　良美

第54回新郷村民運動会は中止となりました。平成22年度
は８月29日（日）に開催予定です。



▲　　長根　杏奈ちゃん　Ｈ20・６・４生
　（地区）西越
　（パパ）満　　（ママ）望美

健康で優しい女の子になってね。

たか なが ね あん な

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園
分
園
の
部

188

佐 藤 　 南 美さん（うめ組）

仲良しのりょうた君と、かけっこ
遊びしたよ。いっぱい走るのって、
気持ちいいよ！！ こんどは、何し
て遊ぼうかなぁ？

横 道 　 万 葉さん（うめ組）

大きな木の下って、すずしいか
ら気持ちいいんだよ。だいすき
な砂遊びするには最高！！ みむ
ちゃんといっぱい遊んだよ。

工 藤 　 里 緒さん（うめ組）

だいすきな、すなあそびをしたよ。
おきにいりの、スコップをもって、
いろいろなおりょうりを作ったよ。
先生にカレーライスを作ってあ
げたよ。

く どう り お

佐 藤 　 　 蓮くん（うめ組）

みまるちゃんと、みずあそびをし
たよ。みずが、すごくつめたくて、
きもちよかったなぁ。また、みず
あそびしたいなぁ。

さ れんとう さ とう みなみよこ みち ま よ

　８月８日～９日の２日間、第２回新郷村ふるさと観
光物産展を八戸サンワドー八食店駐車場において開催
致します。新郷村ふるさと活性化公社の「一口食べた
瞬間、にんにくパワーがバクハツ！？　ドラキュラ・ザ・
プレミアムアイス」を始め、乳製品等、多彩な地場産
品販売を行ないます。ご近所お誘い合わせの上、ご来
場くださるようご案内致します。
※農産物等出展ご希望の方は村観光協会にお問い合わ
せください。（受付期間７月28日～８月３日まで）

新郷村観光協会　TEL７８－２０２５

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

人の動 き

男　1,505人（－１人）
女　1,601人（－３人）
計　3,106人（－４人）

世帯数965世帯（＋２世帯）
（平成21年６月30日現在）

ふるさと観光物産展が

開催されます

ふるさと観光物産展が

開催されます

ふるさと観光物産展が

開催されます

パパとママ
のねがい
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